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1.研究目的

　小型底びき網漁業１種（以下小底１種）の魚捕り部の網目拡大を推進するために、平成８年度に

開発した魚捕り郎の簡易着脱方式による網目拡大1-2）の普及を計った。さらに、魚類やイカ類の、

底びき網網目への人絹状況を水中ビデオカメラで撮影し、魚種により人網パターンに違いがあるこ

とが認めたれたのでこれについて報告する。なお、結果の詳細は「平成10年度複合的資源管理型

漁業促進対策事業報告書」に報告した。

2.研究方法と結果

　（1）魚捕りの簡易着脱方式による網目拡大の普及

　　小底１種の魚捕りの簡易着脱方式を普及させることにより、魚捕り部の目合を従来の12節か

　ら９節へ拡大することを計った。簡易着脱方式使用の希望者には、作製に必要な漁具を無償で配

　布すると伝えたところ、63隻中12隻が希望した。ただし、実際に９節の魚捕りを使用したのは、

　この内の７隻であった。

　　本方式による網目拡大を試みた漁業者からの聞き取りより、実用上の問題は認められなかった。

　本方式による網目拡大の普及が進まない原因は、①簡易着脱漁具を作るのに労力を要する、②12

　節と９節の魚捕りを交換するのが煩わしい、と漁業者が考えているためと推測された。

　（2）トロール網網口における魚類入網状況の水中ビデオカメラによる撮影

　　魚類やイカ類の底曳網ロヘの人絹状況を水中ビデオカメラで撮影した。魚種により下記の３つ

　の人網タイプが認められた。

　●　網ロの前方をしばらく逃避するように遊泳し、その後人網する（キダイ・クラカケトラギス）。

　●　網ロの前方をゆっくり遊泳しスムーズに人網する（シロイカ）。

　●　潜砂あるいは海底に着底しているが、底曳網のグランドロープが接触すると、無限側を海底

　　　に接触させた状態で、海底を這うように遊泳し始める。グランドロープ部へ向かって、遊泳

　　　した時に人絹する（カレイ類）。
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